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f(x)を f(0) = 0をみたす 2次関数とする。a，bを実数として，関数 g(x)を次で与
える。

g(x) =

 ax (x ≦ 0)

bx (x > 0)

a，bをいろいろ変化させ∫ 0

−1

{f ′(x)− g′(x)}2 dx+

∫ 1

0

{f ′(x)− g′(x)}2 dx

が最小になるようにする。このとき，

g(−1) = f(−1), g(1) = f(1)

であることを示せ。


